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注記：

 

1.　 文脈上他の意味に解すべき場合を除き、本外国会社半期報告書（以下「本書」という。）において、「ビザ」、

「会社」又は「当社」とは、ビザ・インクまたはその子会社を指す。

2.　 本書において、「ドル」、「米ドル」、「$」又は「US$」は米国の通貨をいい、「ユーロ」はユーロ圏の通貨をい

い、「円」又は「￥」は日本の通貨をいう。

3.　 本書中の表において記載されている計数は四捨五入されているため、合計が計数の総和と一致しない可能性があ

る。

4.　 本書には、1995年米国私募証券訴訟改革法で定義する「将来の見通しに関する記述」が記載されており、これは、

とりわけ、当社の将来の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローに対する影響、見通し、進展、戦略及び当社

の事業成長、特定の国々において予定される当社商品の展開、産業の発展、予定される当社の買収のタイミング及
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び利益、訴訟事件、調査及び訴訟手続に関する予想、株式買戻しのタイミング及び金額、流動性の源泉及び資金源

の十分性、当社のリスク管理プログラムの有効性並びに直近の会計基準書が当社の未監査連結財務諸表に与える影

響に係る予想に関連している。将来の見通しに関する記述は、概して、「予測する」、「考える」、「見積る」、

「予想する」、「意図する」、「かもしれない」、「予定する」、「可能性がある」、「すべきである」、「する

つもりである」、「継続する」及び他の類似の表現により識別される。歴史的事実に関する記述を除くすべての記

述は、将来の見通しに関する記述になり得るが、あくまで記述日現在の話をしており、将来のパフォーマンスを保

証するものではなく、また多くが当社には制御不能かつ予測困難な特定のリスク、不確実性及びその他の要因にさ

らされている。当社は、2025年９月30日に終了した年度の10-K様式による当社の年次報告書並びに10-Ｑ様式及び8-

K様式による追加報告書を含む米国証券取引委員会（「SEC」）への提出書類の中で、将来の見通しに関する記述の

いずれかに記載される又は示唆される業績から当社の実際の業績を大きく乖離させ得るリスク及び不確実性につい

て記述している。さらに、当社は法に基づき義務付けられる場合を除き、新しい情報、将来発生する事由又はその

他の結果として、将来の見通しに関する記述を更新又は修正する予定はない。
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【本文】

 

本文は「提出本文書（英語）」を御覧下さい。
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